









































































2020 年 4 月。














































共存路線へと転換を遂げて，日本共産党が第 6 回全国協議会（1955 年）により議会主義に転換し
















































ン第 6 回大会（1928 年）で提起された社会ファシズム論に基づく社会民主主義への批判が誤りで

















受け，共産党第 8 回大会（1961 年）で除名された構造改革派は，社会主義革新運動や統一社会主義同盟を結成し
た。1960 年代に入ると，中ソ対立に象徴される国際共産主義運動の対立関係も日本共産党に影響を及ぼし，ソ連
派が除名され（1964 年），中国派も除名された（1967 年）。この経緯については，拙著『戦争・革命の東アジアと



















































崇洋（1977 年生），宇野田尚哉（1967 年生），戸邉秀明（1974 年生）―生年は本特集の意図を読
者が受け止める上で重要な情報と考える―の共通の社会運動史／社会運動史研究史への問題関心
を起点に，2019 年 11 月に京都大学人文科学研究所で行われた「京大人文研と社会運動史研究」




















（28）　社会運動史研究に関する加藤哲郎（1947 年生）の問題意識の所在については，本誌 737 号に掲載された加藤
「読書ノート 20 世紀社会主義・革命運動史を 21 世紀にどう描くか―河西英通著『「社共合同」の時代』に寄せ
て」を参照されたい。
（29）　拙稿「反戦平和運動における抵抗と文化／抵抗の文化―神戸港から見た世界（歴史学研究会 2019 年大会現
代史部会報告）」『歴史学研究』989 号，2019 年 10 月など。
